
                  

令 和 ７ 年 ６ 月 １ ３ 日 

奄 美 海 上 保 安 部 

                      
来るぞ台風！備えはよいか！？ 

～令和７年度 台風海難防止強調運動の実施について～ 

 

奄美海上保安部では、本格的な台風時期を迎えるにあたり、海事関係者の台風

に対する認識を高めるとともに、広く海難防止思想の普及に努めることで、台風

による海難の未然防止を図るため以下のとおり「台風海難防止強調運動」を実施

します。 

 

１ 実施期間 

   ６月２１日（土）から６月３０日（月）までの１０日間 

 

２ 重点事項 

（１）テレビ、ラジオ、インターネット、ＡＩＳ、海の安全情報等による台風 

情報の早期把握及び継続的な情報収集の励行 

（２）早期避難及び保船対策の励行 

（３）走錨事故防止対策の徹底 

（４）適切な避泊場所の選定及び事前調査・検討の実施 

（５）養殖漁場、港湾工事施設からの資材等の流出防止措置の実施 

（６）国際ＶＨＦ（ch16）の常時聴取 

（７）小型船の陸揚げ・固縛 

 

３ 活動内容 

（１）報道機関を活用した周知 

（２）ポスター、リーフレット等による周知 

（３）自治体広報誌等を活用した周知 

（４）名瀬港・古仁屋港台風・津波等対策委員会の開催 

（５）船舶、漁業協同組合等を訪問しての周知 

（６）海難防止講習会、訪船指導等 

（７）走錨事故防止ポータルサイト等ホームページによる周知 

  

[問い合わせ先] 

 奄美海上保安部 

 担当：交通課長 古川  

電話：0997-53-5569 





＜走錨事故防止関連情報＞

１ 走錨事故防止ポータルサイト（海上保安庁ＨＰ）

奄美大島海域における地域情報



２ 台風避泊ガイド（第十管区海上保安本部ＨＰ）



JAPAN COAST GUARD

奄美海上保安部、古仁屋海上保安署

 錨かきの良い場所（砂・泥）を選ぶ
 波浪等外力の影響の少ない場所（台風の進路等に注意）
を選ぶ

 陸岸の距離、障害物、他船への適切な距離を確保する

荒天避泊における錨泊方法は、強風の風速及び風向の時間的
な変化、波浪状況及び泊地の状況を考慮し錨泊方法（単錨
泊・振れ止め錨泊・双錨泊）を検討しましょう

 主機及び揚錨機の準備、内部連絡体制の確立
 最新の気象情報の入手
 定期的船位測定の励行
 十分な見張り（自船及び他船の走錨監視等）
 国際ＶＨＦ（ｃｈ１６）の常時聴取

令和６年大島海峡内で走錨による船舶海難
が２件発生しました。
（①台風避泊中 ②冬場の荒天避泊中）

台風や冬場の低気圧の荒天により走錨が発
生した場合、沿岸への乗揚げや漁業施設、橋
脚などの構造物へ衝突し、大災害に発展する
ことがあります。
避泊する船舶は、次のことを確認し、走錨

事故を防止しましょう。

錨泊方法の検討

走錨に注意！！

✓ 投錨位置の選定

✓ 守錨時の留意事項
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奄美大島

大島海峡
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